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蛹 の 頭 蔀 除 去 に よ る 蚕 の
』
化 性 の 燮 化

諞　　田　　宗　　
一
　（片倉蚕業研 究所）　（1950 　年　10　月　1　日受…領）

　蛹化 したば か りの 蚕蛹の 頭部を糸で く N ウ肢 つ て お い て 駈 胴部 1こは成虫化が 異常な くす エ み ， 無頭 の 蛾 と

な り，雌蛾 の 場合 に は ， 卵集が 威熟 し ， 受精卵 を産 むの で あ つ て
， こ の こ とに つ い τは前に報告 し て お い た

（幅 田
’41／ 44）。 そ の 後 ， こ の 除頭手術 を ， 卵期 を 低温 で 暗 くし て 催青し ， 蛾 とな つ て 不 越 年卵 を 薤 む 決定

を與 え た 蛹 に つ い て 行つ て み た と こ ろ ，それ ら の 蛹か ら翊化し た蛾の な か に ， 不越年卵 と N もに若干の 越年

卵 を混 じ産下す る もの N ある こ と を 知 つ た 。 それ で ， 咋秋 向様 の 材料 に つ い て 再 び 除頭 手術 を行い ， そ れ

と 同時 に ，卵期 を 高膃 で 明 る く して 催 青し ， 越 年卵 を蓬むべ く決定 された蛹に つ い て も同樣 の 除頭手術 を 洫

え ，嬢 と な つ て 珪下す る卵 の 越年不 越年性 を し らべ て み た 。 こ の 實讖を行つ た室 の 澀度 は 22〜 28°C で あ

つ た 。

　以 下 ， 不 越年卵性蛹 とい 5 の は，卵斯 を低 温すなわ ち 15℃ で ， 暗 く して催青 し ， 不越年 卵 を 薤む べ き

決定 を 興え た 蛹 の こ と で あ り，こ の よ 5な 催青 を 不 越 年 卵性催青 と よ ぶ こ と S す る 。こ れに對 し て ， 卵期 を

26 ℃ で 明 る く し ， 嬲化後越 年卵 を 産 む べ く決定 され て い る蛹を越年卵性蛹 ， こ の よ うな催青を越年卵煙催

青 と よ ぶ こ と S す る。

　1 不謹年卵性蛹に お け る頭部隙去φ結果

　材料 と し て 用 い た の は ， 二 化性 品 種 同志 の 交難種 め雌蛹 で あ る 。 除頭 の 方法 は ， 吐 糸を終えた蚕 を繭か ら

出して お き ，蛹化醗皮の 終え る の を ま ちか まえ て い て ，暁皮後た 量 ち に そ の 頭部 と前胸 との 間に糸を か け て

堅 く結縛 した の で あ る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
”

　除頭蛹數お よ び 挧化 ， 産卵蛾數な らび に それ ら の 蛾の 蓬 ん だ 卵 の 越年 不 越 年性に つ い て しらぺ た 結 果 は

第 1 表 に か か げ た と お りであ る 。 對 照 と し て は ．無手術 の 蛹 を若干 の こ L て お き7i 犲化，淕卵せ しめた 。 な

お ，無頭 お よ び 谿 照 の 雌蛾 に 交配 させ た雄蛾 ほ ，實驗材料蛹 と等し く卵期 に 不越 年卵性催青を與 えた 同一品

種の 正 常蛾で あ る 6　 　　 　　 　　 　 ．

　除頭 された蛹か ち嬲化 した 蛾の 産 ん だ 受精卵 の 數は ，ux 大造で は 15 〜 394 （挙均 158 ｝個 ， 日 106xu で

は 61〜579 （甼 均 353 ）個 で あっ た 。こ れ に 對 し て
， 無手術對 照蛹か ら朔 化した 蛾の それ は ， 龍 者で は 50

〜476 （築均 3G2）個 ，後者 で は 108 〜490 （亭均 413 ＞個 で あ つ た 。　　　 ・

第 1 表　不越年卵性蛹 に お け る實驗結果

“

「
材 料 品 掻

u 　 x 　大 造

ヴ

日 106 ×　 u

一tl

手 術

頭 部 除 去
’

無　手　術

頭 部 除 去

無　手　術

蛹　　數

501710515

M 化蛾數

函
｝ 一

177214

薤卵蛾數
申

16
’
、

165414

釐　　卵　　の 　　結　　果

不越 年 卵 の

み を産ん だ
蛾　　　數

81610

ユ4

と

を

數

卵
と

蛾

年
卵
だ

越
年
ん

不

越

崖

8 憂・

0420

越年卵 の み

を 産 ん だ

蛾　　　數

0

・020

　　
＊ 不 受精卵 の み を睦ん だ 蛾 や 受精卵 で も IO 個以下 しか 琵 ま なか つ た嬢ほ ，

・奩卵蛾瞰 か ら除い た 。

　　　第 2 表 の 場 合 も同樣で あ る。

　第 1 表 を み れ ば わ か る とお り，無 手術蛹 か ら 弱化 した嬢 は す べ て 不 越 年 卵の み を 奩 ん だ 。 除頭蛹か らM 化

した 蛾の 申 に は ，不 越年卵の みを産 ん だ 蛾 も あつ た が ， 不 越 年卵 と ともに越年卵 を産む蛾が 多數 あ らb れた 。

日．106
の

xu で は ，越年卵の み を謹ん だ 2 億饐が あつ た （そ れ ら の 蛾 の 5 ん だ卵 數は そ れ ぞ れ 135 お よ び

325　個 ）o 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，
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　同一蛾が 不越年卵 と越 年卵 とを混 じ薤下す る場 合の ，越 年卵と不越年 卵と の 割合は ， 蛾に よ つ て 區 k で ，

越年卵 を 3，4 個 し か 混 じな い 場 合か ら，越年 卵 が ほ と ん どす ぺ て （97．9％ ｝ で ・ 少數の 不越 年卵 を 混 じる に

す ぎない 例 もあつ た 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　こ こ に と く に逋べ て お きた い こ と は ，無 頭蛾 の 淕 ん だ越年卵の 漿液膜 の 色につ い て 肆 あつ て ，不越年卵の

中に 混 じて 産れた越年卵 をみ る と 卵 に よ つ て 漿液膜の 色に か な り著 しい 濃淡が み られ．きわめ て 淡い もの か

ら濃 色の もの に い た る ま で ， 種 々 の 程 度 の 卵 が ま じつ て い た。越年卵 の み産れた場合に 6 ・ や は り卵 に よつ

て 種 々 の 程 度 の 濃淡 が み られ た 0

　2　越年 郵 性蛹に お け る 頭部 除去 の 結果 　　　　　　　　　　　　　 、　　　　
’

．

　材封は ， 日支交雑 睡の 雌踊 で ， 卵期 に 越 年卵性催青 をほ ど こ して 得 た もの で あ る 。 前逋の 不 越年卵性蛹に

つ い て 行 つ た と同釀 ， 結 縛 に よつ て 輛の 頭部 を と りの ぞ き， 弸 化 せ しめ た 。 交配 に 用 い た雄蛾は ，越年卵性

催青 を 與えた同一品 種 の 正常蛾で ある。

　手 術蛹か ら効化 し た蛾 の 産下 し た受精卵數 は 55〜669 （雫均 462 ）個 ， 甥 照 の 無手術蛹か ら笏化 した 蛾 の ．

それ は 58ny767 （亭均 558）觸 で あ つ た 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 噂

　　　　　　　　　　　　　　 第 2 表 越 年 卵性蛹 に お け る贈 結果
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　 こ の 簧驗 の 結果は 第2 表 に 示 す と お りで ， 無手 術對照桶か ら弸化 し た蛾は す べ て 越年卵 の みを産下 した 。

除頭手術 を加 え た 蛹 か ら 生 じた 蛾 の 中に は ， 越年卵の み を産 ん だ 蛾 もあ つ た が ，越年卵と と もに 不越年卵を

産 ん だ 孅 が あ ら われた 。こ の 場合，越 年卵 に 混 じて 産れ た 不 越年卵の 數は ， 少い 場合 に は 1 飼 （04％），多

い 場合に は 85 ％ で あつ た が ， 1 蛾は 蘆 卵數は 少な か つ た （64 個）が ，産下 した卵 の す べ て thS不 越年卵 で あ

つ た 。

　こ の 實驗 の 場 合に 嚆，不 越 年卵 と と もに 崖れた越年卵 の 漿液膜 の 色に 4よ ， 卵 に よつ て 相當著 しい 濃淡 の み

ら れ る場合が 多 か つ た 。

　3　結　語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　 ・ ・

　蚕 の 化性 に つ い て の 今 ま で の 研 究結果 に よ れ ば 1 上 の 蟹 驗 に お い て 實 施 した 材 料 蚕 に 對 す る不 越年卵性 お

よ び 越 年 卵性 催青 は と も に 次代卵の 越 年不 越年 性に 對 して 強 力な前決 定 を輿え る もの で あ つ て ，か よ うな催

青 舜受け て 孵化 した蚕は ．そ の 後 の 幼虫 ， 蛹 の 時期の 環境の 影響に よ つ て 容易に 化 牲變化 を來す もμ）で は な
　 　 　 　 　 　 　 f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 x

い と さ れ て い る s こ の 實 融 の 實施中．手術後の 澀度が 前記 の よ 5 に か な
’
り變化 した の で あ る が ，伺 じ淵 度 に

お い た 蜀照の 正 常蛹か らM 化した蛾が すべ て 萠訣定 に從つ た 卵を淕下した こ とか らみ て も ， 除頭 蛹 の み が 直

接 こ の よ うな 淵度變化の 影響を うけ た とは 思われ ない 。
』

　また ， こ の 實瞼に お い て ・ 男照蛹 ｝よ單 に容器の 移しか えを行つ た 讐 け で 何 ら甥照的手循を加 えて い ない

の に 野 し ・手 術蛹 は 暫 時手 に もつ て 操作 し た の で あ るが ，か よ 5な こ とが ，除頭蛹に お い て 化性變化 の 原因

と な つ た と も思 え な い 。な お ，ほ か に さ ら に 強 討 を 要 ナ る點 が ある か も知 れ な い が
， 現在の と こ ろ 上 逋の 實

驗 に お け る化性の 爨化は ， 蛹 の 頭 部 を 除 去 し た こ とに よつ て お こ され た もの の よ うに 考 え ら れ ， こ の こ と

か ら ， 蛹の 頭部 に ほ ，蛾 と な つ て 産 む 卵 の 越 年不 越 年姓 の 決定 に ， 直接 また は 間接に臨係 を もつ 何 もの b ・　S’

あ る よ うに 思 わ れ る 。 こ れ に つ い て は い ろい ろ の 推測 は許さ れ る と し て も t こ こ に は それ に は 觸 れず ， 今後

の 實驗的研究 に ま ち た い と 思 5 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．

s
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昭和 26 年（195i）6 月 蛹 の頭部除去に よ る蚕 の 化 性の 變化

　　　　　　　　　R6sum6

AI 亡eration 　Qf 　Voltinism　in　the　Silkworm

　　　　by　Decapita ing　the ｝upa

SOICHI 　FUKUDA （Katakura 　Sericultural　Experiment 　Station）

3 （121 》

Th ・ f・ m ・1・ ・ilk・v ・ m 　p ・ pae　whi ・h　h・d　b… d・t・・ mi 皿 ・d　t・ 1・y　n ・ n −wl ・t・・ing ・99e 。ft。 ，
　t，a 。，f。 m ．

mg
　mto 　moths ，　were 　decapitated　by　I量gature 　 immediately 　after 　 pupa しlon，　 as 　described　elsewhere

（Fukuda ， 1941 ）．

　Exa皿 ining
　the 　6ggs 　laid　by　these ．headless　moths ，　it　was 　to岨 d　that 　many 　of 　the 皿 oths 　laid　win −

terlng
　
eggs

　besides罪en −win ヒering 　ones 　and 　a　few　of 　 them 　la三d　winte 【量ng 　eggs 　a 塁one ．
仙 … h・ f・ m ・i・ p ・pae 　whi ・h　had 　been 　d…   三・・d　t・ 1・ y　wi 蹴 ・ ・1・g ・g9 ・ aft・，

　 bec。 mi 。 g　m 。th，，

were 　decapitated 　as 　in　tlle　forego：
ng 　experime 皿 t．　　　　　　　　　　　　

’

It
　

w ・・ f・ u ・ d　th・t ・・ m ・ ・‘th・ h・・d1・・s　m ・・hs　em ・・g・d　f・・ m ・P ・・at ・d　 p叩 ae　 1・id − wint 。血 9
eggs 　together 　 with 　 wintering 　ones ．0 皿 e　 of 　the 　moths 　la三d　 non ．w

’
nteri 皿 g　eggs 　a 】one ．

Th ・
　 result ・ ・f　th ・・e　 experim ・nt ・ m ・y ・・ g9 ・・t　 th・ t　in　th ・ pup ・ l　h・・ d　 th ・・e　i・ s ・ m ・thi。 g　t。　c 。 nt −

’

・・1・d ｝・・ctly 。・ i・ di・ectly ・th・ d・t・m 蜘 … ftl ・ e ．wE ・ t・・i・ g ・・ n 。 n −wint ・・ing　 P，。P。耽 ies 。 f　 th 。

eggs 　to　be　laid　by　the 　rEsulting 　moths ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　會　　　　　　 記 　 1

辞麒 及 び 飩 頁の dirz 去 る 昭和 25 年 董2 月 20 日 ， 黻 部毎 に鉦 會員の 投票 身こよ り．昭 和 26，27年
度 の

1
：　 su員ueagを行つ た糊 5 下記 】8 氏 が 當邏 せ られ た 。内 醇 ， 牧 野 佐 ＝ nK．元 村瓢 野村 七 鍮 岡田

要 ，竹脇潔，丘 英通 ．團勝磨 ， 岡 田彌一
郎 ， l！l本時男，佐藤忠雄，宮地 傳 三 鄭 ， 本 城 市次 郎 、中村鯉兒 ， 阿

部余 四 男 ， 川村智治郎，江崎悌 三 ，

．
干岩馨邦 。 　　　　　　　

“

ま た ， 新詐議員に よ る互 遞の 結架 ， 會頭に ほ 岡田 要氏 演 當遞 せ ら れ た 。

　定例新辞議 員會 昭 和 26 年 、2 月 24 日午前 101時 よ り東大 珥 學 部動 物學教室に て 開催 ， 主 と し て 今年度 の

事業計盡 に つ い て 協議 した 。 （丙田 ， 野 村 ，元 村 ・ 岡田要 ， 竹脇 ，丘 ，團，佐藤，山本，宮地 ・ 中村 t

’
本城 ，

阿部 ・ 江 崎各許 謎 員 ・妹尾 名 譽會員 ・木下 ， 藤井各幹事出席 。）な お ， 本年度 大會は 來 る 10 月贋 島に 於 て 闘
催 され る こ と に 決 つ た o

　昭 和 26− 2r 隼度役 員　は 評議員會の 議を舞 て 下記 の 如 く決定 。 　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　　會　頭　　岡　田　　要

　　幹　事　　竹脇潔 （編集），木下治雄 （璽計），藤 井　隆 （庶務）

　　委　員　　内田清一郎 （庶務）．長 濱博（會 計 ），イ淋 英司，荒 木忠雄 ．蒲原春一（編集）， 江上 信 雄（圖書）
　 　囑 　託　　　　　　 小山絹，大山和子

9

臨 時隔 員會 昭和 26 年 3 月 27 許 前 9【蟹 瞭 大購 緬 蝣 數 室に於 て 開 催 ， 丈部省科 學磯 喪
配 分 に 關し て 岡田會頭 よ り轍 を 受

冒
ナた ・ （内 田・牧 野 ， 元村 ， 野 村 ， 1畑 要 ，竹脇 E ， 鳳 佐 臨 山本 ，

宮地 ，中村 ， 本 城 ， 川村 ，阿部，江崎，卒岩各許議員出席）

　な お ，そ の 際 日本 郵物學彙報 の 購λ 愈 に制度 を 設け る た め ，本 會 li・約を 1 部分改 正 して 特別 會員 な る 嬉の

を お く こ とに 議決 された 。　
』

　北 海逍支部 例 會　　短 回 13 時 30 分 よ り於北 大理 學部動物學教室
　第 26 回 25 年 10月 28日 （土 ）　 　 　 ．　 　 　

’

　　サ ケ 卵 の 活性化 と媒液 との 關係　　狩野康月、古 （北 大 ， 理 ，動）　　　　　　　　　　　
｝一

第 27 回 ］1fi　1L 日 仕 ）　 　 　 　 　 　 　 ・
、

　　L 細胞分裂 と ミ ト コ ン ド リヤ （堀式位相差 顯徴 鏡 に ｝る 研究）　 牧野佐 二 郎 ， 中 原 浩 （北 大 ， 理 ， 動 ）
層

　　
2・細胞分裂 の 陷構 〔位相差顯微鏡に よ る 16 ミ リ映 鸛 東京都．Vr．大 ，團教授所有）解 SC，牧野佐二 郎

　第 28 回 12 月 9日 （土）

　　鼻高蜂の 災丙行 動 の 分析　　常木購次 （北 大 ， 理 ， 動 ）

第 29 回 26 年 1 月 27 日 （土 ）

　札幌布丙 に 冬季 に操集され た住家性 ネ ズ ミ類 の 體重 紐成 に つ い て

第 30　画　2　月　24　日　（土 ）

　温 度 に よ る X 染色燈 の 形態變化 　　門馬榮治 （北大 ，理 ，
．
動 ）

第 31 回 3 月 31 日 ．（土 ）

　難 の 黄體 形成　　松 久健市 （學藝大 ， 札幌）

第 32 回 　4 月 28 日 （土 ）

　吉 田肉腫 の 細胞分裂に及 ぼ す コ ル ヒ チ ン 及 び マ ス タードの 影響

太 由嘉四 夫 （北大 ，農 ，動 ）

o

吉田俊 秀 （北大 ， 理 ， 動 》

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


